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阪南市行財政構造改革プラン改訂版を策定しました

　これまで阪南市では、平成30年11月に策定した行財政構造改革プ
ランに基づき、この間、さまざまな改革に取り組み、目標を上回る
成果を上げてきましたが、今後の中長期財政シミュレーションでは
収支不足が増大し、このままでは財政再生団体への転落も危惧され
ることから、令和3年度予算・行政経営方針の記者会見でお伝えし
たとおり、令和3年2月に「財政非常事態宣言」を発出しました。
　このような危機的な事態を一刻も早く脱却し、市民協働による活
力とやさしさあふれるまちづくりに向け、持続可能な行財政運営を
確立するため、現行の行財政構造改革プランについて、新たな項目
の抽出をはじめ、その目標や効果等をあらゆる角度から徹底的に見
直すことにより、今般、15年先を見越した行財政構造改革プランの
改訂版を策定しました。

　現行プランの取組を継続した場合の中長期財政シミュレーション
では、令和18年度に財政再生団体転落基準を大きく上回る約83億円
の収支不足が発生する見込みとなっています。このため、本プラン
改訂版では、現在376名の職員を行政のDX化等により300名程度に削
減するなど総人件費の抑制、企業誘致の促進や公共施設の有効活用
等あらゆる手法を用いた歳入確保、徹底した事務事業の見直し等を
図ることにより、今後15年間、赤字に転落することはなく、令和18
年度の実質収支額は約17億円の黒字を維持できる計画となっていま
す。
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